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±15g， 血 糖 値 は94±9mg/dl（n=8） で あ っ た。
糖尿病ラットの実験開始時の週齢は８～10週，体
重 は217±50g， 血 糖 値 は454±147mg/dl（n=8）
であった。なお糖尿病ラットは，ストレプトゾトシ






















ト（以下 DM ラット），③ Dementia モデルラット
（以下 DT ラット），④糖尿病モデル Dementia モデ
ルラット（以下 DM ＋ DT ラット）の４種類である。
実験装置および測定

































と比較した場合，DM ラット及び DM ＋ DT ラッ
トで自発運動量が有意に減少した（図１，Ａ）。し
かし，control ラットと DT ラット間や，DM ラッ




ラ ッ ト 及 び DM ＋ DT ラ ッ ト の 自 発 運 動 量 は 約
40％程度減少し，DM ラットの運動量を100％とし
た場合，DM ＋ DT ラットでは，ほぼ変化はみられ
なかった。また，DT ラットの運動量を100％とし












た。また，control ラットと DT ラットを比較した
場合では，殆ど変化はなかった。一方，DM ラッ
トが認知症を発症して DM ＋ DT ラットとなった
169認知症モデルラットの自発運動量，記憶，不安に対する糖尿病の影響
《図１》健常ラット（control ラット），糖尿病モデルラット（DM ラット），Dementia モデルラット（DT


























100% 61% 88% 57%
165% 100% 145% 93%
113% 69% 100% 64%
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図１
























































ブザー 37.5 % 4.5 %  45.0 % 32.5 %
ランプ 10.25 % 2.25 % 12.5 % 2.0% 
電気刺激 44.25 % 72.25 % 42.5% 17.0 %
無反応 8.0 % 21.0 % 0% 48.5 %






場合，control ラットと DM ラットと比較して電気
刺激の反応回数は有意に（p<0.01）減少した。次
に，無反応の回数を比較した（図２，Ｃ）。まず，
control ラットと DM ラットを比較した場合，若
干，無反応の回数は増加した。一方，DM ラット
が DM ＋ DT ラットになると，約２倍その回数は
増加し，DT ラットと DM ＋ DT ラットを比較する




が約72％と最も高く，次いで DM ＋ DT ラットで
の無反応を示した割合が約49％と２番目に高かっ
た。このようにデータを数値で比較してみると，
control ラットと DT ラットの数値に大きな差異は
ないが，DM を発症した場合の DM ラットと DM ＋
DT ラットの結果は control ラットと比較して異な
ることがわかる。
　最後に，高架式十字迷路実験の結果を図３に示
す。control ラットと DM ラットの間，また DT ラッ
トと DM ＋ DT ラットの間に大きな変化はみられな
かった（図３，Ａ）。しかし，DT ラット及び DM
＋ DT ラットでは，control ラットと比較した場合，
open arm の滞在時間が有意に減少した。次に，各
ラットにおいて open arm 滞在時間を100％とし
て比較した（図３，Ｂ）。まず，control ラットの
open arm 滞在時間を100% とした場合，DM ラッ
トでは，19％の減少であったが，DT ラットや DM
＋ DT ラットで open arm 滞在時間が約75％以上と
劇的に減少した。また，DM ラットの open arm 滞
在時間を100％とした場合でも，同様に DT ラット
と DM ＋ DT ラットで，open arm の滞在時間が約
70％以上と減少した。DT ラットの open arm 滞在




ラットと DT ラットを比較したところ，DT が自発
運動量に及ぼす大きな影響はみられなかった（図
１）。一方，DM を発症した場合では，control ラッ


















100% 81% 25% 21%
124% 100% 31% 26%















control DM DT DM+DT
《図３》control ラット，DM ラット，DT ラット，および DM ＋ DT ラットにおける高架式十字迷路の open 
arm 滞在時間の比較．
Ａ：15分間中の open arm の滞在時間（秒）．Ｂ：上段；control ラットを100％とした場合，中段；DM ラッ













一方，control ラットと DT ラットでは各刺激に対
する回避回数に大きな変化がみられなかったのに
対し，DM ＋ DT ラットは，DM ラットと比較する
と電気刺激の回避回数は減少し，ブザーや無反応





体差があるため，DM を発症したラットの DT の進























えた場合において DM ＋ DT ラットは control ラッ
トや DM ラットと比較して有意な減少を示し，DT
ラットと比較しても減少傾向を示している。DM
ラットと DM ＋ DT ラットを比較した場合，無反応
を示した回数が約２倍も増加し，DT ラットと DM
＋ DT ラットを比較した場合では有意な増加を示



















また，DT ラットの open arm 滞在時間を100％に









影響を観察した結果，DM を合併した DT の場合，
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